
第3期（平成28～33年度）の中期目標・中期計画（研究推進・地域連携関連）
中期目標 中期計画
２ 研究に関する目標 ２ 研究に関する目標を達成するための措置

(1) 研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置
【23】平成28～30年度は、ミッションの再定義等で明らかにした岩手大学の強み・特色
となる研究について応用展開を進め、重点的に推進すべき研究領域の選定とさらなる高度
化を実現する。また、科学技術イノベーション創出の源泉となる創造的基盤研究や異分野
融合研究、地域創生を目指した応用研究課題を選定し、実施する。これらの成果等を踏ま
え、平成31～33年度においては、岩手大学の強み・特色となる新たな学術研究・創造的
イノベーションの発展に結びつく研究を展開する。これらの取組により、第３期中期目標
期間終了までに、科学研究費補助金申請の採択率、産学官連携による共同研究・受託研究
の件数について、平成27年度を基準としてそれぞれ５％増加を実現する。

【24】地域の持続的発展とグローバル化に貢献するために、第３期中期目標の全期間を通
して、研究活動の成果の学術雑誌への積極的投稿、国内及び国際会議・シンポジウムの企
画・開催、国際的な連携による共同研究の展開、一般向けの成果報告及び普及講演等を行
い、研究成果の社会還元と岩手大学の強みや特色に根ざした研究、地域課題解決のために
進めている研究の国際認知度の向上を実現する。

(2) 研究実施体制等に関する目標
【11】地域の中核的学術研究拠点として、岩手大学
の強み・特色となる学術研究及び異分野融合研究、
地域創生を目指した応用研究を推進するための研究
推進体制を整備する。

(2) 研究実施体制等に関する目標を達成するための措置
【25】岩手大学の強み・特色となる学術研究や異分野融合研究を進めていくための研究推
進体　制を整備する。これにあたり、平成30年度までに、科学研究費助成事業の獲得及び
産学官連携に係る総合的な研究支援を行うURA（リサーチ・アドミニストレーター）体
制の整備、間接経費の効果的活用制度を確立し、その後運用を行う。また、第３期中期目
標期間を通じて、女性・若手・外国人の新任教員に対する研究支援、教員の海外派遣・研
究専念制度の活用、必要な研究機器・設備の更新・充実による研究環境の向上等の支援を
行い、さらに各種の研究支援方策について、実績と効果の定量的評価を実施し、必要に応
じて見直しを行う。これらに加え、岩手大学の強み・特色となる学術研究のさらなる高度
化のため、重点的に推進すべき研究領域を選定し、拠点形成のための体制整備等必要な支
援措置を行う。以上の研究推進体制の整備を踏まえ、科学研究費助成事業の教員一人あた
りの申請件数について、平成29年度までに１以上となることを実現し、その後は、第３期
中期目標期間終了までに、平成29年度を基準として10％増加を実現する。

３ 社会との連携や社会貢献及び地域を志向し
た教育・研究に関する目標

３ 社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究に関する目標を達
成するための措置

【26】地域社会の活性化を先導するため、大学の知的資源を活用し、地域の団体と連携し
て生涯スポーツの推進や市民の芸術活動の支援、ミュージアムを核とした学習の機会と場
の提供など芸術文化・スポーツ活動等を実施する。さらに、自治体等と連携した教員や学
生の地域活動への参画を推進する事業、地域企業等との連携による「ものづくりエンジニ
アリングファクトリー」などで培われてきた学生の起業家精神を醸成するための取組等を
実施する。これによって地域との連携を強化し、連携する各種団体や企業、自治体等の地
域のステークホルダーや、参画する教員や学生の満足度を向上させる。
【27】地域創生の先導者を養成するために、地域と連携した社会人の学び直しプログラム
である「いわてアグリフロンティアスクール」、獣医師卒後教育及び防災リーダー育成な
どの継続と新たなプログラムの開発、女性の活躍促進・能力育成事業の推進により、リカ
レント教育を拡充する。これによって、リカレント教育のプログラムに参加する社会人を
平成27年度比で第３期中期目標期間終了時に20％増加させ、満足度も向上させる。

【13】地（知）の拠点大学として、地域社会との緊
密な連携のもとに地域課題解決に向けた教育・研究
を全学的に推進し、地域創生に貢献する。

【28】地域創生に貢献するために、平成25年度文部科学省新規重点補助事業である“いわ
て協創人材育成＋地元定着”プロジェクト（COC事業）及び平成27年度「地（知）の拠点
大学による地方創生推進事業」である、ふるさといわて創造プロジェクト（COC+事業）
を第3期中期目標期間においても全学的体制で継続実施する。COC事業では引き続き「い
わて協創人材」の育成を目指すために地域関連科目と課題解決型の実践的教育を充実させ
る等の取組を実施するとともに、特に第３期中期目標期間においては地元定着を促進する
ため、地域社会との連携を一層強化する。この取組によりCOC事業終了時（平成29年度
末）において、地域課題解決プログラム数を30程度に、県内３大学連携インターンシップ
参加学生数を100名程度に増やす。また、学生の地元定着向上の成果として岩手県内就職
率を事業終了までに39％（平成24年度比５％アップ）を達成する。COC事業で構築した
教育プログラムは、COC事業終了後もCOC+事業を通して継続する。COC+事業では
「いわて協創人材」に加えて「ふるさといわて創造人材」を育成するために、COC+事業
協働機関と連携して地域に関する発展的科目を充実させるとともに、地域に関係する卒業
研究数を全体の20％程度にする。またCOC+事業期間中に岩手県内でのインターンシッ
プ数を240人程度に、県内就職率を47％に増やすことを目標とした取組を進める。さら
に、COC+事業終了後における発展的継承のあり方を、事業協働機関とともに検討してそ
の方向性や内容を具体化し、平成32年度以降も引き続いて全学体制でこれを実施する。

(1) 研究水準及び研究の成果等に関する目標
【10】地域の中核的学術研究拠点として、これまで
培ってきた「岩手豊穣学」や「金属生産・表面界面
工学」、「寒冷環境における農学・生命科学」等、
岩手大学の強み・特色となる学術 研究を一層推進す
る。また、科学技術イノベーション創出の源泉とな
る創造的基礎研究や異分野融合研究に取り組み、そ
の成果を国内及び世界に向けて発信することで、岩
手大学の研究力向上とグローバル化を実現する。同
時に、岩手大学の特色ある研究成果と研究力を基盤
として、地域創生を先導する応用研究を展開し、地
域社会の持続的発展に貢献する。

【12】地域の中核的学術拠点として、地域創生に向
けて、自治体等地域社会との連携及び大学の知的資
源を活用した社会貢献を推進する。


